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［22］ 蒸気養生 に よ る RC セ グ メ ン トの 適 正 養生条件 お よ び

　　　　　4 週強度 の 推定 に っ い て

正 会 員 　 ○ 守 屋
一

光 　 （帝 都 高 速 度 交 通 営 団 建 設 本 部 ）

　 　 　 　 　畠 山 　 博 　 （帝 都 高 速 度 交 通 営 団 建 設 本 部 ）

1．ま え が き

　 シ ール ド 工 事 の 掘 削 方 式 は、と れ ま で の 手 掘 りか ら近 年 は 機 械 掘 りが 多 く な り、そ の 1 日 当 りの 掘 削 進 捗 は 手

掘 りの 4 〜5 倍 で あ る 。した が っ て 工 事 に 用 い る 鉄 筋 コ ン ク
1丿一ト セ グ メ ノ ト （RC セ グ メ ン ト ）の 製 作 も、こ

の よ うな 工 事 の 進 捗 速 度 に 合 せ 、型 枠 の 回 転 も こ れ ま で の 1 日 1〜1．5 サ イ ク ル か ら、2 〜3 サ イ ク ル に 上 げ る 必

要 が 生 じ て き た 。以 下 は コ ン ク リ
ートの 材 料 と し て 、普 通 ボ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト、砕 石 、砂 ま た は 砕 砂 に 高 性 能

減 水 剤 を 用 い 、常 圧 蒸 気 養 生 （蒸 気 養 生 ）条 件 の 組 合 せ を 変 え て 実 験 を 行 い 、蒸 気 養 生 に よ る RC セ グ メ ン トの

製 作 に つ い て 、1 日 3 サ イ ク ル の 型 枠 の 回 転 を 前 提 とす る 養 生 条 件 を 提 案 す る もの で あ る 。ま た 、早 期 に 製 品 の

品 質 を 確 認 す る た め、蒸 気 養 生 に よ る コ ン ク リ
ー

トの 4 週 強 度 を 脱 型 強 度 か ら 推 定 す る 方 法 に つ い て も、合 せ て

検 討 を 行 う。

2．養 生 方 法 、結 果

　 実 験 は 次 の 6 項 目 に つ い て 行 っ た 。実 験 に 用 い た セ メ ン ト、骨 材 の 品 質 は 表
一L2 に 、コ ン ク リ

ー
ト の 配 合 と

練 」： り結 果 は 表
一3 に 示 す ．試 料 の コン ク

1
丿
一

トは 、プ ラ ン ト ミ キ サ
ー（強 制 パ ン 型 L5   ）で 練 混 ぜ た もの を 用

い 、成 形 は φ10x200n の 円 柱 型 枠 を 用 い 、締 固 め は 棒 型 バ イ ブ レ
ー

タ
ー

に よ っ た 。

（T − J ）　 蒸 気 養 生 の さ い の 温 度 上 昇 速 度 が 、コ ン ク リ
ー

トの

ひ び わ れ の 発 生 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 す る た め 、温 度 上 昇

速 度 と前 養 生 時 間 を主 要 因 と し （表
一4 参 照 ）、ひ び わ れ の 発

生 を 観 察 した 。蒸 気 養 生 は 最 高 温 度 ≡65 ℃ 、等 温 養 生 時 間 ＝2

H で 、ひ び わ れ の 確 認 は 送 気 停 止 lH 後 に 脱 型 し た 供 試 体 と セ

グ メ ノ ト に つ い て 行 っ た 。供 試 体 に は 長 さ 5   、巾 O．O　6 〜O．1　ma

程 度 の ひ び わ れ が 、上 部 付 近 に 数 ケ 所 水 平 方 向 に 発 生 した 。セ

グ メ ン トに は、背 面 に 長 さ 20 〜30cm 、巾0．1〜O．2   程 度 の ひ び わ

れ が 円 曲 線 に 直 方 向の 鉄 筋 上 に、10 　on 位 の 等 間 隔 で 発 生 し た 。

温 度 上 昇 速 度 と ひ び わ れ の 関 係 は 表
一4 に 示 す。

（T − 2 ）　 高 温 度 に よ る 養 生 時 間 の 短 縮 に つ い て 検 討 す る た め

、最 高温 度 と 等 温 養 生 時 間 を 主 要 因 と し （表
一5 参 照 ）、コ ン

ク リ ートの 圧 縮 強 度 を 求 め た 。養 生 方 法 は 前 養 生 ≡2 時 間 、温

度上 昇 速 度＝20 ℃ ／H で あ る 。 脱 型 強 度 は 送 気 停 止 1H 後 に 行

っ た 。σ 28 は 、 送 気 停 止 1H 後 養 生 槽 か ら取 出 し試 験 室 放 置 、

成 型 48H 後 脱 型 し水 中 （20 ± 2 ℃ ） 5 日 、以 後 材 令 迄 試 験 室 放

置 （気 乾 養 生 ）。結 果 は 表
一5 に 示 す 。

（T − 3 ）　 前 養 生 時 間 と等 温 養 生 時 間 を 主 要 因 と し （表
一6 参

照 ）、コ ン ク リ ートの 圧 縮 強 度 を 求 め 、効 率 の 良 い 組 合 せ に つ

い て 検 討 した 。養 生 方 法 は 最 高 温 度≡65 ℃、温 度 上 昇 速 度 ＝20

℃／H で あ る 。 脱 型 強 度 は 送 気 停 止 後 直 ち に 行 っ た 。σ 7、σ 28 、

表
一1　 　 セ メ ン トの 品質

圧 縮強 度 （陶ノ／観 ）
記 　 号 比重

3 日 7 目 28 日

T−1 ，2 、5，63 ．15136231417
Tr33 ．171232124D8
T −43 ．17136232411

表
一2 　 骨 材 の 品 質

材料 記　　号 産　　地
比 重

（表乾）

吸水量
　 　 FM
 

吋 微 俄 すリ
へ り減量  

T−L2 ，5．6 上 　　　里 2．601 、6　 2．Bσ
一

細

骨

材

T・3 富津 ，田 沼 2．62L5 　 2．72 一

T・4 利 　根　川 2．532 ．D　 2．44 一

T−L2 ，5．6 田　 　　沼 2．63O ．了　 7．151 窪．4粗 三

骨8
材 吾

T −3 田　　 　沼 2、620 ．9　 6、9515 ．5
T・4 秩 　　 　又 2．700 ，呂　 5、8012 ．3

表
一3　　 コ ン ク リ

ー
トの 配合 と練 上 り結 果

囎

記号

1・ 嵯5T 一
き T−4T −6

W ／ C　 撃錚 34．239 ．o37 ．036 ．o36 ．0
S／ a 　 働 393 旨 384040

セ メント 43Q390412390390

水 147152152140 且40
単

位

量

酬

細骨材 727722715775766

粗骨材 1150117 呂 115611941 艮62

混和剤 4．33 ．94 、12o ．983 ．9
ス ヲ ン プ 瞬 3．52 ．o2 ．5L51 ．7
空 気 量 陶 1、91 ．31 ，32 ．D1 ．6

蠱
ン リ

卸 1721212523

σ g1 は 送 気 停 止 後 徐 冷 、成 型 20H 後 養 生 槽 か ら取 出 し 試 験 室 放 置 、成 型 48H 後 脱 型 し 水 中 （ 20 ± 2 ℃ ） 5 日
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表
一4 　 　 温 度 上 昇 速 度 と ひ び わ れ の 発 生

　 　 　 　 　 　 　 　 （ひ び わ れ
一a し こ）　，有 x ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2
前 養 生 時 間　　　　（ID 　　 1　　　 23304

温度⊥ 昇速 度　 （℃／ H ） 20
　 ！
252D 　253025353D 　3540

供 試 体 ⊂） XOOx0QxooX

ひ びわれ の 有無
　 　 　 　 　 　 セ グメント x　　xO 　x 　 xo ．X 　 x

．
（， QX

表
一5 　 最 高温 度 と圧 縮 強度

最 高 潟 匿　 （℃）　 　 65 7D 　　　　　 80　　　．
等温 養生 時 間 〔IT）．　 1　　 21212

脱 型 口 o 218221253止 縮 強度

（K7／ 巍 ） 28 日 554193532

ユ82−．
5425244994 ア 5

表
一6　 　 前養生時間 t1と等温養生時間 tl の 組合 せ と圧縮強度

圧 　縮　強　慶　　　　　　（Kg／禰 ）
h

（工Dt

言
（H ）

、ワ ユリ尹
一

（℃ ・H ）
、〜
．
γ C＝039

．．．一
、、．ア C冨O．37

脱型 7 日 23 目 91 日 脱型 7 日　　28 ヨ 91 日．
2265220450572b31240479 　 600−．

．
675

23 　． 33 【12324691574634 呂 50

　　　　．−
500 ．622673

4139525 呂 475 　 61 呂 020267504 　 60 窪 ： 07Q一．
2201434D9 　 552603167455

　　　　　一
603 ．671

32 　　　 ε呂 5188 　．．．421 　 560 　 6 σ 8209517 　 647

3　　　 35021041L 　 564 　 60824145

呂

449501 　 658　　　　　　．
O　　　 l75664D2 ．596 　 639 呂 1431

　　　　　．
634 　 665　　　　　．

4
　　．
1　 　 　 240　　　． 134

　　　　　　．
451 　 596 　 6331 臼 7460619 　 667

2　　
「
．
　　 30517242515 跖 　 6u207455b15 　 5 呂3

、以 後 材 令 迄 気 乾 養 生 を した 。結 果 は 表
一6 に 示 す 。　　　　　　　　　　　　　　 表一S 　　浸 水 期 間 と 圧 縮 強 度

〔T −．．4 ）　 送 気 停 止 後 の 徐 冷 方 法 を 検 討 す る た め 、  送 気 停 止 後 供 試 体 を 脱 型 即 浸 水

し、最 高 温 匿 と 水 温 （20 ℃ ）の 差 を 主 要 因 と し、 コ ン ク リ
ー

トに ひ び わ れ の 生 ず る 温

度 差 を 求 め 、  ひ び わ れ が 生 じ な か っ た 温 度 差 で の 浸 水 急 冷 と 気 中 徐 冷 を し た 場 合 の

圧 縮 強 度 を 求 め た 。

  養 生 方 法 は 前 養 生 ＝2 時 間 、温 度 上 昇 速 度
一

2D ℃／ H 、　最 高 温 度 x 等 温 養 生 時 間 （

℃ × H ）二60x3 、70x2 、8   Xl で 、 浸 水 急 冷 し た 供 試 体 の ひ び わ れ の 確 認 は 成 型

48H 後 に 行 った 。ひ び わ れ は 、温 度 差 50 ℃ 迄 は 認 め られ ず 60 ℃ で 発 生 した 。

  養 生 方 法 の 前 養 生 時 間 と温 度 lt昇速 慶 は   と 同 じ、最 高 温 壁 ＝65 ℃ 、等 温 養 生 ＝2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表

一7　 　 急 冷 、徐 冷 と圧 縮 強 度

時 間 で 、急 冷 の 場 合 浸 水 7 日 、以 後 材 令 迄 気 乾 養 生 と 浸 水 後 材 令 迄 水 中 養 生 の 2 種 類
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

の 後 養 牛 を した 。徐 冷 の 場 合 は、送 気 停 止 後 供 試 体 を 養 生 槽 か ら 取 出 し 試 験 室 放 置 、　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

成 型 48H 後 に 脱 型 、後 養 生 は 材 令 迄 水 中 養 生 と 材 令 迄 気 乾 養 生 k よ び 脱 型 後 水 中 7 口　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
、以 後 材 令 迄 気 乾 養 生 の 3 条 件 で 行 o た 。結 果 は 表

一7 に 示 す 。

（T − 5 ）　 蒸 気 養 生 後 の 浸 水 期 間 を 検 討 す る た め 、材 令 28 日迄 の 浸 水 期 聞 を主 要 因 と し コ ン ク リ
ー トの 圧 縮 強 度

を 求 め た 。養 生 方 法 は 前 養 生 ＝2 時 間 、温 度 h昇 速 度 一15 ℃／H 、最 高温 度 三65 ℃ 、等 温 養 生 一2 痔 間 で 、送 気

停 止 後 徐 冷 、成 型 24H 後 供試 体 を 莠 生 槽 か ら 取 出 し 試 験 室 放 置 、成 型 48H 後 脱 型 、後 養 生 は 材 令 迄 水 中 養 生 と材

令 迄 気 乾 養 生 診 よ び 脱 型 後 水 中 1 〜7 日、以 後 材 令 迄 気 乾 養 生 の 3 条 件 で 行 っ た 。比 較 の た め の 自 然 養 生 で の 供

試 体 は 成 型 後 試 験 室 放 置 、成 型 48H 後 脱 型 、後 養 生 は 蒸 気 養 生 の 場 合 と 同 じ条 件 に よ る 。結 果 は 表 ．8 に 小 す 。

（T − 6 ）　 脱 型 強 匿 σ 。か ら28 日 強 蟹 σ z8 を 推 定 す る 方 法 を 検 討 す る た め 、　 T− 1、　 T− 2 の 結 果 と 営 団 工 亊 用 セ グ

メ ン トの 条 件 で 行 っ た 試 験 結 果 か ら、そ れ ぞ れ σ 。 と σ zs の 関 係 式 を 求 め た （ 表
一9 参 照 ）。　実 績 値 と惟定 値 の

結 果 は 表
一10 に 示 す 。工 事 用 セ グ メ ン トの 養 生 方 法 は 、前 養 生

L2 時 間、温 度 上 昇 速 度
一20 ℃／H 、最 高 温 度 一

60 ℃ 、等 温 養 生 一2 時 間 で 、送 気 停 止 IH 後 脱 型 し水 中 （20 ±2 ℃ ） 5 日 、以 後 材 令 迄 気 乾 養 生 を 行 っ た 。

3、 考 　 　察

　 〔1）　 温 度 ⊥ 昇 速 庭臣

　 温 度 上 昇 速 度 とひ び わ れ の 発 生 は 前 養 生 時 間 と相 関 性 が あ り、表
一4 の 結 果 か ら、ひ び わ れ が 生 じ な か ク た 温

度 上 昇 速 度 と 前 養 生 時 間 は 、20 ℃／H 一2H 、30 ℃ ／H − 3H 、35 ℃／ H ＝4H で 、ヒ昇 速 度 を 上 げ 最 高 温 E 到 達

時 間 を 短 縮 して も前 養 生 時 間 が 長 く な り、全 体 の 養 生 時 間 と し て は む し ろ 長 くfxる の で 得 策 で は な く、懾 度 上 昇

速 匿 は 20 ℃／H の 方 が 全 体 の 養 生 時 間 の 短 縮 には 得 策 で あ る 。

　   　 最 高 温 度

　 表
一5 の 結 果 か ら、脱 型 強 度 は 温 匿 と等 温 養 生 時 間 に 比 例 し 高 い 値 を 示 す が 、σ 2s で は 逆 に 低 く な っ て い る n

こ の こ と は 温 度 の 強 度 に 及 ぼ す 影 響 と し て
一

般 に 良 く知 られ て い る が、高 温 に よ る 強 度 の 損 失 は 結 果 か ら 65 ℃ で

旻水

（日）

蒸 虱 養 生 自然 蕃 生

σ 2お 強度比 σ2巳 強 度比

0　　
14D3

．0．78360
　．
O．58．

1
　 447 ．o．575240 ．δ 4　　「

2　
．
457　　　　．o．呂 9545o ．呂 8

3　　 463o ．go556
　．
o．gr 炉

4 ・1730 ．92575o ．92
5476o ．93578o ．93

477o ．935960 ．965　　　
了 4， 1一 o．95606o ．9 羇

26 　　 5141 ．DO6201 ．DO
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の σ 28 を 1 と す れ ば 平 均 で 、70 ℃ − 0．97 、80 ℃ ＝O．9 と な り、最 高 温 度 が 70 ℃ を こ え る と 強 度 損 失 は 急 に 大 き く

な る 。こ の 強 度 損 失 と 養 生 時 間 の 短 縮 を 考 慮 すれ ば 、必 要 な 脱 型 強 度 が 得 ら れ る 範 囲 で 、最 高M 度 は 低 目 で 等 儡

養 生 時 間 も 短 か くす る 方 が 得 策 で あ り、最 高 温 度 は 65 ℃ 、等 温 養 生 時 間 は 1 〜2H 程 度 で 良 い 。

　   　 前 養 生 時 間 と等 温 養 生 時 間

　 コ ン ク リ
ート の 強 度 に 及 ぼ す 養 生 温 厦 の 熱 効 率 を 、温 度 と 養 生 時 間 の 積 〔 マ チ ユ リチ

ー
）で 表 わ す と、強 度 は

マチ ユリ チ
ー

に 比 例 す る と言 わ れ て い る が 、表
一6 の 結 果 で は 初 期 強 度 で は こ の 関 係 が 明 ら か で あ る が 、材 令 が

進 む に つ れ て マチ ＝ 1丿 チ ーの 影 響 は 小 さ く な る 傾 向 を 示 し て い る 。前 養 生 時 間 と等 温 養生 時 間 の 組 含 せ で は 、前

養 生 時 間 が 短 か く マ チ ユリ チ
ー

の 大 き い 場 合 が 効 率 も 良 い 。結 果 か らは 、前 養 生 2 時 間 の 組 合 せ が 短 期 、長 期 強

度 と も 高 い 値 を 示 し、営 団 用 RC セ グ メ ン トの 条 件 （設 計 基 準 強 度 σ 2s
＝48e 晦／煽 、配 合 強 度 ＝550Ka ／読 、脱

型 強度 一15D 助 ／匚の で は、前 養 生 ＝2 時 問、等温 養 生 ≧2 時 間 で 、所 要 の 条 件 に 適 合 し て い る 。

　 （4）　 徐 冷 方 法

　表
一7 の 結 果 で は 、浸 水 急 冷 で の σ 2s の 方 が 気 中 徐 冷 の 場 合 よ りも高 い 値 を示 して い る が、気 中 徐 冷 の 場 合 は

送 気停 止 か ら脱 型 泡 の 間 に、急 激 な 水 分 の 蒸 発 が 生 じ た た め と 思 わ れ る 。送 気 停 止 後 製 品 を 取 出 す さ い 急 冷 に よ

る ひ び わ れ 防 止 の た め 、JIS で は 養 生 室 の 温 度 を 徐 々 に 下 げ 、外 気 温 と 大 差 が な く な っ て か ら 製 品 を 取 出 す こ

とに な っ て い る が 、一
般 に こ の 養 生 室 内 の 徐 冷 時 間 は 短 か く、気 中 徐 冷 に よ る こ と が 多 い 。こ の 場 合 は む しろ 急

激 な 水 分 の 蒸 発 に 対 す る 注 意 が 肝 要 で 、ひ び わ れ の 発 生 し な い 程 度 の 温 度 差 で あ れ ば 浸 水 急 冷 に よ る 方 が 良 い 。

　 （5）　サ イ ク ル タ イ ム

　工 場 製 品 と し て 、経 済 的 で 効 率 の 良 い サ イ ク ル タ イ ム を
一律 に 決 め る こ と は 困 難 で あ る が 、蒸 気 養 生 時 間 に 関

わ る 要 因 と し て 、T − 1〜T − 4 の 結 果 か ら 1 す イ ク ル の 養 生 時 間 を 求 め る と、前 養 生
＝2 時 間 、温 度 上 昇 速 度己20

℃／H 、最 高 温 度 一65 ℃ 、標 準 室 温 20 ℃ で 最 高 za・a 到 達 時 間一2．5H 、等〜藤 生 一2 時 間 ・送 気 停 止 即 脱 型 で ・

養 生 時 間 は 6、5H で あ る 。　1 サ イ ク ル の 工 程 を 、  型 枠 掃 事、組 立 、   鉄 筋 か ご の 設 置 、  コ ン ク リ
ート打 、 

前 養 生 、  送 気 、  製 品 の 取 出 し、  脱 型 、に 大 別 す る と、  〜  の 養 生 時 間 が 6，5H 、  〜  と   の 作 業 時 間

は IH で 、一
つ の 養 生 槽 で 数 体 の セ グ メ ン ト を 収 容 す る こ と を 考慮 して も 1 日 3 す イ ク ル の 工 程 は 可 能 で あ る 。

　   　蒸 気 養 生 後 の 浸 水期 間

　表
一8 の 結 果 で は 、蒸 気、自然 養 生 い ず れ の 場 合 も、σ zs は 浸 水 期 間 に 比 例 し 増 進 し て い る が 、そ の 影 響 は 浸

水 初 期 に 大 き く、脱 型 後 2 〜3 日 の 浸 水 で 、28 日 水 中 養 生 〔脱 型 後 26 日 間 ）した 強 度 の 90 ％ に 達 し、そ の 後 は 浸

水 期 間 の 増 加 とと もに 強度 の 伸 び は 緩 や か と な り、初 期 材 令 で の 湿 潤 養 生 の 重 要 さ を 示 唆 し て い る 。

　促 進 養 生 の 場 合 初 期 に 高 強度 が 得 ら れ る た め 、一
般 的 な コ ン ク リ

ー
ト 製 品 で は 、後 養 生 の 湿 潤 養 生 は 省 略 ま た

は 簡 略 化 さ れ る ケ
ー

ス が 多 い 。RC セ グ メ ン ト は 高強 匿 で あ り、ま た 水 密性 を 要 す る 製 品 で あ る た め 、成 型 後 は

充 分 な 湿 潤 養 生 を 行 い 、製 品 の 品 質 の 向 上 を 計 る 必 要 が あ る が 、製 品 を 長 期 間 水 中 養 生 を 行 う こ と は 設 備 上 困 難

で あ り、適 切 な 浸 水 期 間 を 定 め な け れ ば な ら な い 。結 果 か ら、浸 水 7 日 以 上 の 強 度 の 伸 び は か な り緩 や か で 、後

養 生 と し て の 浸 水 期 間 は、最 低 3 日 最 大 7 日 で 充 分 で あ る 。

　 〔7）　脱 型 強 度 か ら 28 日 強 度 の 推 定

　表
一10 の 結 果 か ら、T −−1 、T − 2 の 脱 型 強 度 σ o と 28 日 強 度 σ 2s の 関 係 を 図

一1 に 示 す と 、T − 1の 場 合 を 除 き

σ 0 と σ 28 の 間 に 相 関 性 を 見 出 す こ とは 困 難 で あ る 。次 に σ 0 と σ 2S の 強 度 比 を σ
。 の 増 進 率 m と し て 図 示 す る と 、

図
一2 、図

一3 に 示 す よ う に 、σ o と m は 逆 比 例 の 関 係 に あ る 。結 果 か ら σ o と m の 関 係 式 を 求 め （表
一9 参 照 ）

曲 線 を 図
一2 、図

一3 に 示 す 。関 係 式 か ら 求 め た 推 定 値 σ 2S の 誤 差 は 、　 T −1 、T− 2 は平 均 で ± 2．3 ％、　 T −6 は ± 4，3

％、T−6 の 閣 係 式 を 用 い た 営 団 1工号 線 シ
ー

ル ド工 事 用 セ グ メ ン ト の 管 理 試 験 結 果 （昭 和 56 年 8 月
〜12 月 ： 表

一10 参 照 ）で は ±4．5 ％ で あ っ た 。蒸 気 養 生 を 行 っ た コ ン ク リ
ー

トの 長 期 強 度 は 、成 型 方 法、蒸 気 養 生 条 件 細 よ

び 後期 の 養
．
生 条 件 を 同 じとす る な らば 、脱 型 強 度 に は あ ま り支 配 さ れ な い で 、セ メ ン ト効 率 、水 セ メ ン ト比 お よ

び 後 期 養 生 と して の 水 中 日 数 を べ
一

ス と し た 強 度 を 基 準 に して 、あ る 強 度 範 囲 内 に 分 布 す る と 言 え る 。
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表
一9 　 　 σ D と m の 関 係 式

　　　i
記号

偲二．a ・σ
。
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酎

σ2ゲ m 、σ。
＝・ ．σ。

1−b

4、　 鰲 　 論

　 コ ン ク リ
t一ト の 材 料 と し て 、普 通 ボ ル ト ラ ン ド t メ ン ト 、砕 石 、砂 ま た は 砕

砂 、高 性 能 減 水 剤 を 用 い 、型 枠 の 回 転 1 日 2 〜3 サ イ ク ル を 前 提 と す る 、RC

セ グ メ ノ ト の 蒸 気 養 生 の 方 法 に つ い て 、次 の こ とが 君 え る 。

　  

、脱 型 強 霞 澄 よ び 28 日 強 度 （設 計基 準 強 度
＝450 〜48e 騒／  ｝を 満 足 し、

サ ィ ク ル タ イ ム が 得 る こ と が で き る 。

　  

表 一10　 a
’
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前養 生 ＝2 時 間、温 度 上 昇 速 慶
＝15 〜20 ℃／H 、最 高 温 匿 ；60 〜65 ℃ 、等 温 養 生 ＝1〜2時 間、の 条 件 で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 日 2 〜3t イ ク ル の 工 程 が 可 能 な

　 　 　徐 冷 方 法 は、一
般 的 に 行 わ れ て い る 気 中徐 冷 の 場 合、急 檄 な 水 分 の 蒸 発 に 対 す る 注 意 が 肝 要 で 、ひ び わ れ

の 生 じ な い 程 度 の 濕 嚢 差 で あ れ ば 、む し ろ 送 気 停 止 後 即 脱 型 し 浸 水 急 冷 に よ る 方 が 良 い 。

　  蒸 気 養 生 後 の 後 期 養 生 と して の 、水 中養 生 に よ る 強 度 へ の 影 響 は、浸 水 初 期 に 大 き く表 わ れ 7 日以 上 の 浸

水 で は 緩 や か で 、製 品 の 品 質 向 ．ヒを 計 り、後 期 養 生 と し て 水 中 養 生 を 行 う場 合 の 日 数 は 、最 低 3Ell　R 大 7 目 程 度

で 充 分 で あ る 。

　  早 期 材 令 で の 圧 縮 強 匿 で 「コ ン ク リ
ー

トを 管 理 す べ く、脱 型 強 度 σ。か ら 28 日 強度 σ 28 を 推定 す る 方 法 に つ

い て は 、σ
。 とσ

器 の 強 度 比 を増 進 率 通 と して 回 帰 曲 線 式 を 求 め 、碗 8 を 描 定 す る 方 法 に よ っ た が、推 定 値 の 誤 差 は

± 5 ％ 未 満 で あ っ た 。工 場 に お い て 材 料 、配 合、養 生 条 件 の 変 化 と、σ
。 と rn の 相 関 を 把握 して 艶 け ば 、こ の 手 法

で σ o か ら σ 2s を 推 定 す る こ と は、か な りの 糟 匿 で 可 能 で あ る と 思 わ れ る 。

一88一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


